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研究概要 伸縮センサーや伸縮ディスプレイに代表される伸縮エレクトロニクスはフレキシブル

エレクトロニクスの次なる一手として注目を浴びている。伸縮性電子デバイスを実現する上で最

も重要なのが伸長による抵抗変化の小さい伸縮性導体である。これの実現のため、伸縮性導体中

に気泡[1][2]やカーボンナノチューブ[3]を導入する手法が報告されている。本研究では以下に述べ

る手法で 200%以上の伸長性と、100 S/cm以上の導電率を併せ持つ伸縮性導体の開発に成功した。 

作製と評価 銀フレーク・フッ素ゴム(ダイキン: ダイエル G801)・4メチル 2ペンタノン・フッ素

系界面活性剤 40wt%水溶液(シグマアルドリッチ: Zonyl FS-300)を混合し、伸縮性導体インクを作

製した。次に図. 1に示すように伸縮性導体を印刷し、伸長しながら導電率を評価した。 

結果と考察 図. 2に伸長率に対する導電率の測定結果を示す。界面活性剤水溶液を加えることで、

伸縮性導体の伸長率が劇的に向上した。表面・断面の分析の結果、界面活性剤水溶液の導入によ

って銀フレークが伸縮性導体の表面付近に偏在化することが認められた。界面活性剤分子は伸縮

性導体中で絶縁物としてふるまうが、この偏在化によって高い導電性を維持できたと考えられる。 
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図. 1シリコーンゴム上に印刷された伸縮性導体 図. 2伸縮性導体の導電性-伸長性特性 
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